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研究の意義と目的
　本稿は，ツーリズム産業が主要産業であるイ
ンドネシアにおいて，エコツーリズムの現状と
発展の可能性について考察することを目的とす
る。従来のマスツーリズム中心のツーリズム開
発から派生する問題への反省に基づき，環境保
全の観点から，できるだけ環境に付加の少ない
持続可能なツーリズムが模索されている。その
流れの中で，自然環境保持およびツーリズム発
展のバランスをとり，経済発展を実現させるた
めにも近年エコツーリズムが注目されている。
地方分権化時代を迎えたインドネシアにおいて
は，地方主導の開発により中小規模のツーリズ
ム開発が促進されるものと考えられる。
　その場合には，地域の自然・動植物・文化遺
産などの特色を活かしたエコツーリズムなどの
小規模投資によるツーリズムが適している。本
論文においてエコツーリズムとは，マスツーリ
ズムに替わるオールタナティブツーリズムの一
種であるものとする。エコツーリズムとは，環
境への負荷の少ない持続可能なツーリズムであ
る。また，動植物保全，自然資源保護および生
物多様性保全への理解促進のための教育ならび
に住民の経済的収益および福祉向上に資するも
のであると定義する。本稿では，エコツーリズ
ム発展の潜在能力が高いインドネシアにおける
エコツーリズムの現状について明らかにする。
その上で，とくにエコツーリズム発展の阻害要
因となっている人材育成に関する最近の取り組
みについて，大学およびレベルから実証
的分析をすることとする。
　インドネシアにおいてもエコツーリズムにつ
いてはさまざまな論文，書籍等が出版されてい
るが，年にインドネシア科学技術院
	

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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された東カリマンタンにおける川イルカによる
エコツーリズム開発を事例とした書籍―
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	は，地方分権化時代におけるエコ
ツーリズムによる地域開発という観点からの数
少ない研究として注目されよう。
　本稿は，インドネシアにおけるエコツーリズ
ムのはじまりから，地方分権におけるエコツー
リズムの各アクターの役割，エコツーリズム発
展の阻害要因，大学およびレベルでの人
材開発の取り組みといった視点から，インドネ
シアにおけるエコツーリズムを包括的に論じて
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いる日本では数少ない研究である。この研究に
より，インドネシアにおけるエコツーリズムの
発展および地域住民の福祉向上に寄与したいと
考える。
第１章　はじめに
第１節　ツーリズムの発展と多様化
　世界的規模で自然環境破壊や生物多様性保全
が焦眉の問題となっている。世界でもトップク
ラスの生物多様性を誇るインドネシアにおいて
も近年は自然破壊が進み，それに伴い絶滅危惧
のある生物も多数に上っている。
　一方で世界観光機関	

	によれば，国際観光客数は，
年から年の年間で，倍に達し，億
人に達した。この数は，年には倍増し，
億人になると予想されている。ツーリズム産業
でも，観光客数の増大に伴い，持続可能性への
要求が高まるものと考えられる。
　インドネシアでは近い将来石油の枯渇も予測
され，非石油産業のなかでも，とりわけ多くの
産業へ波及効果があることから，社会インフラ
整備につながるツーリズム産業の重要性が増す
だろう。インドネシアでは年にツーリズム
はのパーセント，雇用のパーセン
トを占める重要な産業となっている［
］。しかし，従来のマスツーリズム中
心のツーリズム開発の弊害も多く，年代以
降，マスツーリズムに替わるツーリズムとして
オールタナティブツーリズムが模索されてい
る。
　年に地方分権に移行したインドネシアに
おいては，地域の役割や重要性が高まった。地
方分権化時代は，地方がそれぞれの地域の特色
を生かしたエコツーリズムなどのオールタナ
ティブツーリズムによって地域開発を実施する
好機と捉えることができよう。多様なツーリズ
ム形態が実践される中で，エコツーリズムなど
の地域独自の動植物などの自然資源を活用した
中小規模でサステイナブルなツーリズムの発展
性が高いものと考えられる。
第２節　豊かな生物多様性のメガダイバーシ
ティ国家とその危機的状況
　インドネシアは約の島々を有する世界
最大の島嶼国家である。スマトラ島の西端から
イリアンジャヤの東部まで，約に及
ぶ。赤道をまたぎアジア大陸とオーストラリア
大陸の間，および太平洋とインド洋の間に位置
する［	
	
	
］。
　インドネシアのほとんどの部分が湿潤な熱帯
雨林気候である。熱帯雨林の低地１億９百万
は，多様な生物の宝庫である。沿岸・海洋に
おいても世界で有数の多様な生物が生息してい
る［］。インドネシアは世界でもっと
も生物多様性の豊かな国，「メガダイバーシ
ティ国家」の一つである。哺乳類，鳥類，爬虫
類はいずれも世界で３位以内に入っている（表
１）。少なく見積もっても世界の種のうちイン
ドネシアは，顕花植物では％，哺乳類では
％，両生類および爬虫類％，鳥類，魚
類の％を有している［］。インドネ
シアにはエコツーリズムの対象となる動植物が
豊富に存在する。
　インドネシアは世界で有数の生物多様性を有
しつつも，天然資源管理において危機的問題に
直面している。林業，農業，人間の居住目的の


ために，毎年万～万の森林が消滅して
いる。［	
	
	


］。
　珊瑚礁は生物の多様性がもっとも豊かな生態
系の一つであり，すべての海洋生物の約４分の
１がそこに生息すると言われている。インドネ
シアでは年には珊瑚礁はだけが「と
ても良い」状態であり，％が「良い」状態で，
％が「被害を受けている」，が「非
常に被害を受けている」状態だった［
］。
　また，多様な動植物を育むマングローブ林は
世界の熱帯地域の海岸線の約４分の１を占めて
いるが，その面積は少数の国に集中しており，
インドネシア，マレーシア，ミャンマーが上位
カ国に入っている［日本環境会議］。し
かしインドネシアでは，年代，年代
に，万のマングローブが破壊され，
年には，万のマングローブが残った
［］。
　インドネシアの人口は，年に世界第４
位，約２億１千万人であった。年には２億
９千万人になると予測されている［総務省
］。今後，人口の急増，経済成長，地球温暖
化などの影響からも，自然破壊および生物多様
性のさらなる損失も危惧される。
第２章　インドネシアにおけるエコツー
リズムの発展
　インドネシアにおけるツーリズムは，オラン
ダ植民地時代に始まった。年にスエズ運河
が開通すると，欧米の富裕層は，汽船により世
界旅行に出かけた。年には，オランダ植民
地政府の観光局がバタヴィア（現在のジャカル
タ）に設立された。年には，王立郵船協会
	
によ
る観光を目的とした定期船がシンガポール，ス
ラバヤ，バリ，マカッサルを週一度就航した
［		
］。
　独立後，スカルノ初代インドネシア共和国大
統領は，自ら「観光」を意味する“”
というインドネシア語を使い始めた。大統領は
インドネシアを広く世界に知らせるために観光
を奨励した。続くスハルト大統領は「開発の父」
といわれ，ツーリズム開発を外貨獲得減の重要
な手段として位置づけた。スハルト政権が発足
した年の第一次開発五ヵ年計画以降，ツー
リズムは外貨獲得源のための国家的プロジェク
トとして位置づけられてきた。政府主導により
観光産業振興策を実施し，国際レベルのホテル
建設を含む包括的リゾート地の創出など，大規
模開発が行われた［白坂］。その結果
年には，ツーリズム産業が石油に次ぐ外貨獲得
源となった［	

	

	］。
　この間のツーリズム開発による弊害も数多く
指摘されている。例えば，環境破壊，経済発展
の地域間格差などである。観光文化省観光総局
は，東部インドネシア地域においては，従来の
マスツーリズムとは異なる概念による観光開発
インドネシア・エコツーリズムの展開
表１　生物多様性の豊かな国（メガダイバーシティ
国家）
爬虫類鳥　類哺乳類
メキシコ
種
コロンビア
種
メキシコ
種
第１位
コロンビア
種
ペルー
種
インドネシア
種
第２位
インドネシア
種
インドネシア
種
アメリカ
種
第３位
『アジア環境白書』から一部抜粋して引用。
を指向している［運輸省］。また，インドネ
シア政府の観光開発プランの基礎となるフラン
ス系のコンサルタント企業による年の答申
は，大規模リゾート開発よりも観光客個人の志
向を重視する方向を打ち出している［
	
	］。
　一方で，年代には世界規模で自然保護や
環境保全に対する意識が高まった。エココツー
リズムの世界的な展開の契機は，年に国際
自然保護連合，財団法人世界自然保護基
金，国連環境会議が中心となって
発表した「世界環境保全戦略」における「持続
的開発」の提唱といわれている［エコツーリズ
ム推進協議会］。年代以降の自然環境
への関心の高まり，環境保全の重要性に対する
認識，観光客の嗜好の多様化，持続可能な開発
という概念の普及が，エコツーリズム出現の背
景にある［長谷］。
　年代には全世界で環境問題が重視され
た。年には，ブラジル・リオデジャネイロ
で「環境と開発に関する国連会議」，いわゆる
「地球サミット」が開催された。その成果とし
て，環境保全計画「アジェンダ」が出された。
　他方インドネシアにおいても，従来型のマス
ツーリズムへの経済的，社会文化的，生態学的
な批判が出ていた。その中で，年代には環
境を保全しつつ地域住民のニーズに沿った持続
可能なオールタナティブツーリズム開発への期
待が高まっていた。その流れの中でマスツーリ
ズムに替わるオールタナティブツーリズムとし
て，「アドベンチャーツーリズム」「サステイナ
ブルツーリズム」「ナチュラルツーリズム」「グ
リーンツーリズム」「エコツーリズム」が現われ
た。［］。
　年にインドネシア・バリ島で開催された
太平洋アジア観光協会による「第回
	
年次総会」にお
いて，世界のツーリズム産業が環境問題に取り
組んでいく方針を確認した。またこの会議にお
いて，エコツーリズムがインドネシアに紹介さ
れた。これを契機として，インドネシアではエ
コツーリズムがツーリズム産業の関心を集める
ようになった［	

	］。
　年政令に基づき，インドネシア林
業省自然保護総局	

	
では，エコ
ツーリズムという用語を用いず，自然観光とい
う用語を用いている［	

	

］。
　エコツーリズムの定義は，さまざまである。
例えば，年政令では「自然観光（エ
コツーリズム）は，自然観光の目的や魅力に関
わる事業および自然観光分野に関連した各種事
業も含む，自然観光に関わるすべての事柄」と
定義されている。インドネシア林業省自然保護
総局によれば，「エコツーリズムは，環境保全，
経済的収益性，現地住民へ標準的基準を満たす
利益を供与する自然観光」である。また，イン
ドネシア内務省によれば，「エコツーリズムは，
地域に対して責任を持つ観光開発の一モデルで
ある。地域とはまだ自然のままで，自然の美し
さを享受できるだけでなく，研究調査目的のた
め管理されている場所である。自然資源保全お
よび地元住民の収入を向上させる試みに対する
教育的側面，理解，支援的要素を含む。エコ
ツーリズムにおいては，自然資源保全，地元住
民の福祉向上促進，持続的経済発展のためのあ
らゆる支援と常に関連付けられる」［


	



］。
　自然観光（エコツーリズム）に関する一連の
法規は表２のとおりである。自然観光事業に関
連する政令ならびに大臣決定書が年に，
年には大臣決定ならびに大臣決定書が施行
されており，この時期にエコツーリズム（自然
観光）関連の法規の整備が進んでいることがわ
かる。
　近年では，世界観光機関が年を国際エコ
ツーリズム年と定めた。インドネシアでもこれ
に呼応し，同年をエコツーリズム年とした。と
くにエコツーリズムの資源の一つである火山に
焦点をあて，この年のテーマを火山の年として
いる［	

	］。インドネシアにおける
エコツーリズム活動は，国立公園，保護林など
で実施されている［］。豊富な自然資
源からみればまだ自然資源活用もエコツーリズ
ム発展も充分とは言いがたい点が，メディア等
で数多く指摘されている。
　観光文化大臣秘書サプタニルワンダ氏によれ
ば，インドネシアではエコツーリズムを発展さ
せるべきであり，エコツーリズムを目的として
インドネシアを訪問する観光客の数は増加傾向
にあるという［	
］。
　世界的規模で自然破壊や環境破壊が進む中
で，それを食い止めるためには，自然や環境保
全の重要性を学ぶことが大切である。そのため
には，直接自然と接しながら自然保護の重要性
について学べるエコツーリズムは，自然環境保
全に有益である。本来ならば，自然にはなにも
人の手を加えない無垢なままがいい。しかし，
できるだけそのままの姿で，自然の大切さを学
べるエコツーリズム開発も必要になってくる。
　自然環境が保全された状態で生物多様性が維
持され，エコツーリズム開発が行われた場合，
現地の人々への直接的な利益配分を目的として
いるエコツーリズムでは，現地社会が経済的収
益を上げることが期待できる。そうすれば，現
地住民による森林伐採や希少動物の売却も減少
するのではないだろうか。
インドネシア・エコツーリズムの展開
表２　エコツーリズム（自然観光）に関する法規
法　　　　　　規
自然資源保全および生態系に関する法律　，年．１
観光法　，年．２
国立公園，森林公園および自然観光公園利用区域における自然観光事業に関する政令　，年．３
観光森林，国立公園，森林公園および海洋観光公園事業に関する林業大臣決定書　	
年．４
自然観光事業の設備とインフラに関する林業大臣決定書　	
年．５
観光森林，国立公園，森林公園，海洋観光公園における募金集金活動適用に関する林業大臣決定書　
	
年．
６
自然観光事業許可の申請，交付，取消手続きに関する林業大臣決定書　	
年．７
観光森林，国立公園，森林公園，観光公園入場料集金に関する林業大臣決定書　	
年．８
自然観光事業設立および監視に関する林業大臣決定　	
年．９
狩猟観光について特別に定めた狩猟に関する政令　，年．
		
	


	
から引用。筆者訳。
第３章　地方分権化時代のエコツーリズ
ム～各アクターとその役割～
　現在のインドネシアは，年に成立し
年１月に施行された地方自治に関する法規第
号	

	
	と中央・地方財政均衡に関す
る法規第号	

	

	
の二つを基本法規とした地方
分権である。
　エコツーリズムに関わる３つのアクターであ
る，中央政府，地方政府，草の根レベルの３者
の役割は，［］によれば次のとおりで
ある。
第１節　中央政府
　中央政府はエコツーリズムプログラムに関す
る規則，各関係者の役割，法律策定などの方針
決定を行う。
　中央政府の中で，エコツーリズムに関係する
のは主に，環境省，観光文化省，林業省である。
　エコツーリズムは自然環境および社会文化環
境と密接な関係がある。環境省は，自然環境に
関連するエコツーリズムの国家戦略策定を行
う。林業省は，森林全般および保護地域の監督
官庁で，これらの保護地域におけるエコツーリ
ズム開発にあたる。観光文化省は，文化的側面
もエコツーリズムの重要な要素と捉え，それら
も含めたより包括的なアプローチを行う。観光
文化省の役割は，エコツーリズムオペレーター
として，，地方政府，観光文化省を含む全
関係者とともにエコツーリズム実施の調整を行
うことである。また観光文化省は，国内外の
マーケットにおけるエコツーリズムのプロモー
ションも担当している［	

	］。しか
し実際には地方の権限が強いので，観光文化省
では，プロモーション活動が中心となっている
［観光文化省］。
第２節　地方政府
　上記の国家レベルの方針に基づき，各地方政
府が地方の現状に沿ったエコツーリズム地域の
開発戦略計画を策定する。その際に，地元住民
参加が重視されている。また，インフラ建設に
よるエコツーリズム地域へのアクセス向上を図
る。実際の企画実践は地方政府が行うことにな
るが，地方政府における予算配分や人材不足の
問題が指摘されている［	
］。
第３節　草の根レベル
　草の根レベルで重要な役割を果たしているの
は，である。エコツーリズムは，大勢の観
光客を一度に集客するマスツーリズムと異な
り，一度に多額の利益を上げることは難しい。
エコツーリズムの低収益性が，産業としてのエ
コツーリズム発展に限界をもたらすものと考え
られる。非利益主義のには，生物の多様
性保全や環境保護を活動目的としているところ
も多い。によるエコツーリズム参画も進
んでいくものと考えられる。
　草の根レベルでは社会に根ざしたエコツーリ
ズム開発，つまりエコツーリズムに参加するす
べての関係者が公平な役割を与えられ，その結
果各関係者が利益を享受することを目指してい
る。また同時にエコツーリズム開発に対してす
べての参加者が責任を共有する［］。
　図１は，エコツーリズム開発の流れを示して


いる。エコツーリズムの原則に基づいて，エコ
ツーリズムマネジメントを実施すること，なら
びにエコツーリズム関係アクター３者の役割を
表している。エコツーリズムマネジメントなら
びにエコツーリズム関係アクターに対して「影
響を及ぼす要因」も示されている。この，「内部
要因」とは，地方の潜在能力，ツアーオペレー
ターの地域文化，自然，環境保護の現状に関す
る知識，エコツーリズムマネジメントへの地元
住民の参加を表している。「外部要因」とは観光
客の環境保護に関する認識，環境保護，エコ
ツーリズム実施による地元住民への貢献，地域
に関する研究および教育である。「構造的要因」
とは，地方，国家，国際社会それぞれのレベル
におけるエコツーリズムマネジメントに関する
研究所／団体，方針，法律，規則を指している
［］。
第４章　エコツーリズム発展における課
題
　インドネシアのエコツーリズム専門家によれ
ば，エコツーリズム発展のための重要な課題
は，エコツーリズムの企画，調整，遂行可能な
人材の育成である［	］，［	

	
］。そのほ
かにも設備やインフラの未整備など，いくつも
問題点が指摘されている［］，［
］。エコツーリズム発展の問題点を集
約すれば，以下のとおりとなろう。
第１節　エコツーリズム発展の課題
１．関係者間でエコツーリズムについて共通概
念が定まっていない。
２．エコツーリズムの原則が充分適用されてい
ないにもかかわらず，エコツーリズムという
インドネシア・エコツーリズムの展開
図１　エコツーリズム開発の流れ
出典：	




	

	


	

	

から流用。筆者訳。
言葉が宣伝の道具にされている。
３．エコツーリズム開発に対する政府，とくに
観光文化省の関心が低い。
４．各関係機関における方針がまちまちであ
る。
５．エコツーリズム開発における関係者や地元
社会の役割に限界がある。
６．都会から近くてアクセスの良いエコツーリ
ズム地域には，受け入れ能力を超えた多数の
観光客が集まる結果，自然破壊を招く。
８．保護地域における観光活動は管理不能であ
る。
９．ガイドの知識や経験が不足している。
．エコツーリズム開発に適している地域は，
ジャワ島以外では辺鄙な場所にあるので，設
備やインフラ整備が必要である。
．関係政府・機関ごとに役割分担がなされて
いるので，手続きが煩雑である。例えば，オ
ペレーターは地方政府からの許可を得て，関
係中央省庁からの推薦をもらわなければなら
ない。またさらに，保護林や国立公園が対象
となる場合には，林業省からの許可も必要と
なる。
．保護地域，とくに森林における違反行為に
対する法の強制力が弱い。
第２節　森林居住民のアダットによる森林伐採
　インドネシアにある国立公園［］の
うちジャカルタから最も近い国立公園であるグ
ヌンハリムンサラック国立公園
	


内では，住民
による森林「不法伐採」問題が起きている。こ
の国立公園は海抜－に位置し，万
の広さがある。ジャワ島固有の木や，種
いる鳥類のうちジャワ島固有の種，動物種
がみられ，ジャワ・ギボンやヒョウ，クマタカ
等の野生動物がいる［	
］。グ
ヌンハリムンサラック国立公園は，日本の自然
保護国際協力としては先駆的な「生物多様性保
全プロジェクト」が年から年まで東南
アジアの熱帯林保護を目的に実施され，その事
業のモデルとなった公園である。ここでは，希
少野生生物調査や住民への環境教育活動ととも
に，地域経済に貢献する自然保護活動の一環と
してエコツーリズム活動支援も実施された［小
沢］。
　また，年にはハリムンエコツーリズム財
団	
	という
団体が設立され，グヌンハリムンサラッ
ク国立公園のローカルコミュニティが持続可能
なエコツーリズム・マネジメント・システム開
発に取り組んでいる。財団の主な目的として
は，地元住民が，１．エコツーリズム開発やマ
ネジメントの実施，２．自給自足の生活，３．
周囲の自然環境の重要性を認識し持続可能な管
理を行う，ために支援することである。また，
旅行エージェントとしての機能も有しており，
旅行客の希望に沿ったツアープログラムを編成
している［	
］。
　この公園内とその周辺には多くの村があり，
そこには万人以上もの住民がいるので，公園
の森林保全が困難になっている。また，カセプ
ハンというエスニックグループの
一つのグループのアダット（文書化されていな
い慣習）では，アバ・アノム・（「ア
バ」は父，「アノム」は若い，の意）と呼ばれ
るスチプタ氏に祖先の霊が降り，命令
を下し，それに従いそのグループが移動する。


移動先の国立公園内の新しい土地を開墾し，家
や農地をつくる。例えばチプタグラル
という新しい場所に移るために国立公園内
のヘクタールの開墾をしたと言われ，批判さ
れている［	
］。
　地域住民にとっては，保護地域であろうとな
かろうと，生活のために資源利用が不可欠であ
る。この森林保全に相反する地域住民のアダッ
トが，保護地域管理を困難にしてきたといえよ
う。しかし彼ら自身が主張するように彼らは森
と共存していかなければならないのであり，壊
滅的な森林破壊を行うことはないと考えられ
る。
第３節　エコツーリズムの収益により持続可能
な維持管理を目指す
　資金不足解消および自然・動植物保護の両立
にはエコツーリズムが唯一の選択肢であると捕
らえているのが，世界遺産にも指定されている
ウジュンクロン国立公園	

　である。ウジュンクロン国立公
園は，ジャワ島西端の半島部を中心とする万
の地域に位置している。
　年に自然保護区に，年に国立公園に
指定された。年にはコモド国立公園
	
			とともに，インドネシ
ア初の世界遺産にも登録されている。公園は，
森林開発や，漢方のための密漁によって絶滅危
惧種となった一角のジャワサイの生息地として
有名である。
　公園内には，エコツーリズムの対象となる箇
所が約箇所ある。そのうち，－箇所がす
でに観光目的地とされているが，まだ公園の観
光資源が充分に活用されているとは言い難い
［	
］。
　従来，公園の管理維持費は，インドネシア政
府や海外からの援助に頼ってきた。公園管理事
務所によれば，ジャワサイの調査も本来なら年
３回の実施が理想的だが，資金不足により年１
回しか行われていない。エコツーリズム促進に
より持続的に収益を上げて，その収益による国
立公園全体の適切な管理実施を目指している。
観光文化省研究員も同様に，エコツーリズムに
よる持続可能な公園維持管理の有効性を指摘し
ている。資金不足による観光目的地の開発の遅
れから，年人いる訪問者の４倍に上る観光
客の損失が見込まれる［	
］。
　ウジュンクロン国立公園への来訪者数は表３
のとおりである。年までは増加傾向にある
が，年は大統領退陣にまで追い込んだ政治
経済社会の混乱の中で，翌年までも訪問者が減
少していると考えられる。しかし年には，
漸増している。特徴的なのは，国際観光客数よ
りも国内観光客数が一貫して多いことである。
インドネシア・エコツーリズムの展開
表３　ウジュンクロン国立公園への来訪者数
年年年年年年
国際観
光客
国内観
光客
国際観
光客
国内観
光客
国際観
光客
国内観
光客
国際観
光客
国内観
光客
国際観
光客
国内観
光客
国際観
光客
国内観
光客


出典：	
				

から流用。筆者訳。
（人）
第４節　官民各アクター協調の必要性
　エコツーリズムが促進されるためには，官民
の協力が必要である。その各アクターとして，
地方政府，インドネシア・ホテル・レストラン
協会	


	

，インドネシア・ガイド協会	

	

	，旅行代理店連盟
	
などの
役割が重要である。しかし，こららの官民のア
クター間における協調不足が指摘されている
［	
］。
　公園内および周辺では，財団法人世界自然保
護基金インドネシア	
など，い
くつかのや公園当局がエコツーリズムプ
ログラムを推進している。例えばはタマ
ンジャヤの民家を改修して民宿を
整備した。地元住民がここの管理を行っている
ので，地域住民の収入増加の機会が増す。また，
自然の知識を有するレンジャーおよび地元ガイ
ド養成のため，地元住民に対する基礎的な英会
話研修も含めたエコツーリズム研修も開始さ
れ，ガイドとして登録されるようになってきた
［エコツーリズム推進協議会］。
第５章　エコツーリズム人材育成
第１節　高等教育機関におけるツーリズム教育
　インドネシアにおけるツーリズムに関する高
等教育機関としては，バリ観光単科大学
	
，メダン観光短期大
学	
，サヒッド観光
単科大学	




，ト
リサクティ観光単科大学	



	などがあげられる。
　しかしこれらは，観光を中心としたカリキュ
ラムを主眼としており，エコツーリズムに関す
る教育はあまり行われていない［
	


	


	］。
　エコツーリズム人材教育に関する最近の動き
で注目されるのが，主要大学のひとつであるボ
ゴール農業大学	

に来
年新たにエコツーリズム科学専門職修士課程
	
		
の新設が予定されていることである
［	］。
　現在はディプロマⅢ（３）という３年制の
ノンディグリープログラム「エコツーリズム研
究プログラム」が開設されている。このプログ
ラムを事例として，教育内容等について考察す
る∏。
第２節　ボゴール農業大学
　インドネシアで最初の大学が創設されたの
は，オランダ植民地時代の年である。ボ
ゴール農業大学の起源は，年，それまでの
ボゴールの中等農業学校を母体として発足した
農業大学にさかのぼる。当時は農学科と林学科
を有した。別個にオランダ領東インド獣医学校
も存在した。日本軍政期には，ボゴール上級農
学校となる。年８月日のインドネシア独
立後，年には獣医学校は獣医高等学校とな
り，年にはインドネシア大学獣医学部と
なった。年には農業大学もインドネシア大
学農学部となった。獣医学部は，後に獣医畜産
学部となる。年には農学部と獣医畜産学部
がインドネシア大学から分離し，ボゴール農業
大学が誕生した。これらの学問領域でインドネ


シアの教育研究の中心となっている［石井　
］。
　同大学ハリニ講師によれば，エコ
ツーリズム専攻設置の背景は，エコツーリズム
に適した生物多様性や豊かな自然環境に恵まれ
ているのに，それらを活用するための知識と技
能を身に付けた人材が不足している点にある
［	］。
　このボゴール農業大学ディプロマⅢのエコ
ツーリズム研究プログラムの目的は，自然資源
保全に基づき，自然レクリエーションおよびエ
コツーリズム分野において，熟練した，信頼で
きる，専門的な人材を輩出することである。定
員は人である。プログラムは表４のとおり，
一般科目（），専門基礎科目（），専
門科目（），および最終科目（）から
構成される［	
］。
　このうち，専門基礎科目の特徴としては，次
の４点が挙げられている。第一に，森林資源マ
ネジメントと関連する活動に熟練すること。第
二に，森林資源マネジメントに精通し，長期的
には人類に利益をもたらすこと。第三に，森林
資源マネジメントおよびエコツーリズムに関連
した学問・科学技術の進歩に寄与すること。第
四に，自然資源保護に配慮しつつ，自然資源に
関するビジネスに精通することである［
	
］。
　また，専門科目の特徴としては，次の３点が
挙げられている。第一に，長期的森林保全の原
則に配慮しながら，自然ツーリズムおよびエコ
ツーリズムのために森林資源に関する企画，開
発，マネジメントに熟練すること。第二に，自
然ツーリズムやエコツーリズムの旅行パッケー
ジ開発に精通すること。第三に，自然ツーリズ
ムやエコツーリズムの専門家として熟練した旅
行オペレーターを務められることである
［	
］。
　ボゴール農業大学の研究プログラムの特徴
は，周囲の環境および社会とりわけ地元社会の
福祉に配慮しつつ，自然資源保護の企画，開発，
マネジメントに熟練することである［
	
］。
　低収益性のエコツーリズムを持続させるため
にもエコツーリズム人材育成においては，エコ
ツーリズム経営に関する教育が必要である。し
かしエコツーリズム研究プログラムでは，上述
のボゴール農業大学の専門性や歴史的背景から
も，表４に見られるとおりエコツーリズム経営
に関する教育は少ない。
　自然保護地区におけるエコツーリズム経営に
必要とされるのは，地域マネジメント，エコ
ツーリズム製品マネジメント，ツーリストマネ
ジメント，ツーリズムによる影響に関するマネ
ジメント，組織に関するマネジメント能力であ
る［	
	
］π。
　この３プログラムでは，エコツーリズムを
実践する人材育成に重点が置かれており，エコ
ツーリズム経営に関する教育研究は新設される
修士課程に期待される。
　ボゴール農業大学のカリキュラムで特徴的な
のは，最終学期にフィールドプログラムが充実
していることである。グヌングデパンラゴ
	
	国立公園，ウジュンク
ロン	国立公園，ワイカンバス
国立公園，グヌンハリムンサラッ
ク	
国立公園などで，実
践的なフィールドワークプログラムが組まれて
インドネシア・エコツーリズムの展開

表４　ボゴール農業大学ディプロマⅢエコツーリズム研究プログラムのカリキュラム
履修
学期
単位数科　目　名
１２（１－３）宗教教育
１３（２－２）
パンチャシラ教育＆国民の
資格
１３（２－３）英語Ⅰ
２３（２－３）英語Ⅱ
１２（１－３）
レポートの書き方のテク
ニック／インドネシア語
（８－）合　　計
一般科目（	
）
履修
学期
単位数科　目　名
１３（２－３）生態学と野生動物美学
１３（２－３）生態学と海洋美学
１３（２－３）数学
１２（１－３）
コンピュータアプリケー
ション
１３（２－３）生態学と森林美学
２２（２－０）歴史と保護政策
２３（１－６）生態学的景観
２２（１－３）土地測量学および地図作成
２３（２－３）コミュニケーション術
２３（２－３）統計術
３３（２－３）自然レクリエーション
３２（１－３）ツーリスト心理学
（－）合　　計
専門基礎科目（	
	
）
履修
学期
単位数科　目　名
２２（１－３）生物多様性保全
３３（１－６）地理情報システム
３３（２－３）伝統的な知恵と知識
３３（２－３）エコツーリズム
３３（１－６）解釈技術
専門科目（	

	）
出典：	
		
	

	

		

筆者訳。
３２（１－３）
サバイバル技術と災害初期
対応
３２（１－３）環境教育技術
４２（１－３）スポーツと趣味
４３（２－３）狩猟と遊び
４２（１－３）
エコツーリズムマネジメン
トの基本
４３（２－３）
公園レクリエーションおよ
び野営
４３（２－３）文化遺跡観光
４２（１－３）スピリチュアル観光
４３（２－３）薬草エコツーリズム
５３（２－３）
地域保全マネジメントおよ
びエコツーリズム
５３（２－３）エコツーリズム起業
５３（２－３）エコツーリズム経済
５３（２－３）エコツーリズム計画
５３（２－３）ガイド技術および倫理
５２（１－３）
エコツーリズムデザイン，
クリエイティブエコツーリ
ズム
５３（２－３）
子供と障がい者のレクリ
エーション
（－）合　　計
履修
学期
単位数科　目　名
２３（０－９）
エコシステムと森林美学紹
介実践
４１（０－６）エコツーリズム管理実践
６３（０－９）フィールドワーク実践
６６（０－）最終課題
６１（０－１）最終課題セミナー
（０－）合　　計
最終科目（	
	）

いる点が評価できる［	
	
	

］。
　学生の進路は，ネイチャーツーリズムやエコ
ツーリズムのオペレーター，コンサルタント，
，林業省，観光文化省，国立公園，ネイ
チャーツーリズムおよびエコツーリズムの目的
地，地方政府，旅行代理店などである。職種で
は，観光地区における企画・マネジメント，ネ
イチャーツーリズムおよびエコツーリズムの
パッケージの企画・マネジメント，候補地区査
定評価などである［	

］。
第３節　NGOの役割～インドネシア・エコ
ツーリズム・ネットワーク～
　大学レベルでの研究教育と異なり，に
おけるエコツーリズム人材育成は，対象者が限
定されず，草の根レベルでのエコツーリズムに
関する知識・技術の拡大発展が図られる点から
も有効である。本節ではが実施するエコ
ツーリズム教育・訓練プログラムについて考察
する。
　アジア地域のほとんどの環境は年
以降に設立され，年の地球サミット以降，
活発な活動を展開するようになった。インドネ
シアでは，欧米と同じように政府代表団に
の代表が入っており，積極的に政策意思
決定の場に参加している［日本環境会議］。
　インドネシアのエコツーリズム分野における
主要は，年８月に設立されたインド
ネシア・エコツーリズム・ネットワーク
	
		で
あると考えられる∫。
　の前身は年の	

	


	

	
	
であり，年１月に現在の名称になった。イ
ンドネシア政府におけるエコツーリズム計画お
よび開発は，によるものもいくつか
ある。各関係省庁のエコツーリズムガイドライ
ン作りなどにも参加している。例えば，観光文
化省が後援する国家エコツーリズム開発連帯
フォーラムに関与し，内務省が後援する地域エ
コツーリズム開発ガイドラインづくりにも参加
した。また，林業省自然ツーリズムおよび環境
サービス理事会と協力して，国家影響評価制度
および保護地区におけるエコツーリズム開発ガ
イドライン作成にも参加した［］。
　観光文化大臣秘書サプタニルワンダ氏によれ
ば，このが，政府と協働する最近の例が，
「インターナショナル・エコツーリズム・ビジ
ネス・フォーラム」である［	

］。このフォーラムは，年９月日か
ら月１日まで，国際マーケットにおけるエコ
ツーリズム促進のため，東南アジアのエコツー
リズムの魅力を紹介する目的で，観光文化省主
催，林業省後援，協力の下，インド
ネシア・ボゴールで開催された。国際エコツー
リズムバイヤーとアセアンの中規模エコホテ
ル，エコリゾート，および国立公園，国立レク
リエーション公園関係者が一堂に会するという
ものである［］。
　ではエコツーリズム発展のために
人材育成を重視している。基本的なものから，
ガイドやトレイナーなどの専門家を対象とした
トレイニングなどがあり，期間も２日から日
間までの間に設定されている。具体的には上表
のようなプログラムを実施している（表５）。
インドネシア・エコツーリズムの展開
によるエコツーリズム人材育成において
最も期待するのは，草の根レベルにおいて住民
が積極的にエコツーリズムに参画できるように
まとめていくことである。そのようなプログラ
ムの充実も必要になると考えられる。
終わりに
　エコツーリズムは，国立公園などの保護地域
での展開が中心となることから，一歩間違えば
かえって環境破壊を招き，希少動植物の絶滅に
拍車をかけることにもなりかねない。エコツー
リストの宿泊施設が環境にどの程度負荷をかけ
ているのか，エコツーリズムから何を学んだの
か，地域住民へ直接的利益供与がなされている
のか，といった検証も必要になってくる。本稿
では文献研究を中心としたので，このような視
点も取り入れた関係アクターや地域社会からの
聞き取り調査報告は次回に譲りたい。
　エコツーリズムには地元の自然に精通したガ
イドが必要である。エコツーリズムにおいては
地元住民であるガイドが，国際観光客に貴重な
美しい自然や動植物および民族の伝統につい
て，誇りを持って解説することになる。エコ
ツーリズム発展によって従来の観光開発の中心
であった大規模ビーチリゾートにおける日常的
な光景，つまりツーリストとそのリゾートから
締め出された物売りの地元住民という関係から
脱却した，対等かつ相互に敬意をもった交流を
期待したい。
　エコツーリズムの人気が高まり，マスツーリ
ズム化すると，持続可能ではなくなる懸念もあ
る。したがってエコツーリズムではマスツーリ
ズムほどの利益は期待できない。世紀のイン
ドネシアにおけるツーリズはマスツーリズムを
はじめ多様なツーリズム形態が併存するだろ
う。しかし，世紀型の自然と共生するツーリ
ズムのモデルとして，エコツーリズムはより重
要性が増すものと考えられる。
〔投稿受理日／掲載決定日〕
注
∏　インドネシアには学位を取得することのない１

表５　　トレイニング　プログラム
内　　　　　容トレイニング名称
日間のエコツーリズム計画，開発，モニタリング。トレイナーのためのエコツーリズムトレイニング
４日間のエコツーリズムの知識を高めるための基本的な
エコツーリズムトレイニング。
エコツーリズム　パースペクティブ　トレイニング
３日間の基本的なエコツーリズム計画と開発および
フィールド訪問。
エコツーリズム開発とマーケティング
２日間の解釈の知識と技術向上のためのトレイニング。エコツーリズム解釈トレイニング
ガイドの技術と知識向上のための４日間のトレイニン
グ。
エコツーリズム　ガイド　トレイニング
７日間のエコツーリズム理論とフィールドにおける理論
の応用。とくに地域に根ざした住民参加の問題ならびに
ビジネスと解釈。
エコツーリズムフィールド実践トレイニング
出典：	
	
　	
	（）筆者訳。

～３年制のディプロマ課程があり，そのうちの３
年間の３（デー・ティガ）というプログラム。
１年２学期制で，このプログラムは６学期から構
成されている。
π　林業省自然保護総局およびボゴール農業大学で
は，これらの５つのマネジメント能力に関する
の調査項目を設定し，４つの自然観光公園
（　		

	
）においてエコツーリズム人材の能力に関す
る調査を行った。その調査結果の詳細と分析が
［	
	］
に詳述されている。
∫　観光文化省の発行するエコツーリズムのパンフ
レ ッ ト“	

	”では，が推進するエコ
ツーリズム発展に関する５原則を取り上げ，紹介
している。
　	
	
　
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（邦文）
石井米雄監修，．『インドネシアの事典』，同朋
舎出版．
運輸省，．『国際観光開発促進協力調査　報告
書　インドネシア共和国』．
エコツーリズム推進協議会，．『エコツーリズ
ムの世紀へ』．
観光文化省　．観光文化省派遣専門家へ
の筆者インタビュー．
白坂直子，．「スハルト政権期の観光開発―五
カ年開発計画を中心に―」．『史苑』第巻２号，
立教大学史学会．
総務省統計局　．『世界の統計　』．
編者　日本環境会議／「アジア環境白書」編集委員
インドネシア・エコツーリズムの展開
会　．『アジア環境白書』東洋経済新
報社．
長谷　政弘編著，．『観光学辞典』同文舘出版．
（）
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のこの森のエコツーリズム」―生物多様性
保全プロジェクトの活動より―国際協力活動紹
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　年９月５日
＊日付はを参照したときのもの。
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